
線を研修のカラーに変更

日付の下線と全体の枠は
各研修のカラーに変更

吹き出し等の色は、上記カラー
の透明度70％ver
※見づらい場合は適宜%を変
えてください

Formsのリンクを挿入（右クリッ
クメニュー＞リンク）

「 」は各研修のカラーに変更

※「～～コース」で文字数が多い
場合 コースのみ縦書きにする

令和８年度丹後織物人材育成研修 ～受講者募集～

新商品開発

【縫製】コース
京都府織物・機械金属振興センターでは、

織物製造及び関連工程に係る人材育成研修を

実施しています。

本研修は、丹後織物を用いた新商品開発や

自社ブランドの確立に向けて、縫製技術の習得

を学びます。

 対象者 丹後ち り めん 、 丹後織物を用いた新商品開発を目指す方
起業 ・ 自社ブ ラ ン ド を 目指す方

 講 師 白數 持治子 氏
（ 京都府中小企業特別技術指導員 ）

 場 所 丹後 ・ 知恵 ものづ く り パー ク B棟 1階研修室
（京都府京丹後市峰山町荒山 2 2 5）

 定 員 １ ２ 名

 カ リ キ ュ ラ ム 丹後織物を用いた 「 薄物ジ ャ ケ ッ ト 」 を テーマに
商品企画及びそれに伴 う型紙作成 、生地の縫製 、仕上げの方法を
学び 、最終製品の開発の基礎を習得する 。 （ 詳細は別紙のとお り ）

サイズ展開を学びたかったので
完成できてよかった！受講者の声 シルクを活かした

服地の製作に活かせそう！

正方形の色面は
下記参照

カリキュラム多、
受講者の声ver

織物基礎【対面方式】

織物基礎【オンデマンド方式】

製織準備【たて継ぎ（手つなぎ）】

製織準備【たて継ぎ（機械つなぎ）】

製織【基礎】

製織【応用】

織物組織と紋織技術

織物設計のための基礎知識

織機調整【シャットル基礎】

織機調整【レピア基礎】

織機調整【分解・組立】

織機調整【織機調整研究会】

新商品開発【産地ネットワーク構築】

新商品開発【縫製】

新商品開発【ものづくり＆機器活用】

現場実践研修

セミナー【先進事業の見学】

各研修のカラー※ 受講生の方へ
ミシンを貸出することが可能ですが、数に限りがありますので、なるべく持参願います。
…職業用直線ミシン１台、職業用皮革・厚物ミシン1台
家庭用ミシン2台、ロックミシン1台

申込締切4.30 （木）

申込方法

フォーム（https://forms.office.com/r/y6
F97ZSN9y ）または裏面の申込書に

必要事項を記入し、お申し込みください。
右記QRコードからもアクセスできます。

５.１１
各回 午後１時３０分～ ４時３０分
月・水曜日、全１５回

2 0
2 6 （月） １１.２５（水）～

・ 実施期間

過去の研修 完成品写真

https://forms.office.com/r/y6F97ZSN9y
https://forms.office.com/r/y6F97ZSN9y


問い合わせ・申込先
京都府織物・機械金属振興センター
技術支援課 担当：堤
E-mail. w-tsutsumi10@pref.kyoto.lg.jp
FAX.    0772-62-5240
TEL.         0772-62-7402

令和８年度丹後織物人材育成研修
新商品開発【縫製】コース

申込書

企業名

代表者 (役職名) （氏名）

業種
（主な製品等）

受講者氏名 （ふりがな）

年齢 10代 ・ 20代 ・ 30代 ・ 40代 ・ 50代 ・ 60代以上

従事年数

担当業務

住所 〒 ー

TEL

FAX

E-mail

本研修では「薄物ジャケット」を製作します。
事前に講師が確認しますので、以下2点を必ずご回答ください。
（応募者が定員を超えた場合、これにより受講者を決定する場合があります。）

①使用する素材 ②コンセプト
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